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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
派
遣
日
本
武
道
代
表
団

言
葉
の
壁
を
越
え
た
武
道
交
流

武道演武大会会場（シンガポール・スポーツ・ハブＯＣＢＣアリーナ）での代表団記念撮影武道演武大会会場（シンガポール・スポーツ・ハブＯＣＢＣアリーナ）での代表団記念撮影
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❶
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校
チ
ャ
ン
ギ
校
で
の
武
道
交
流
演
武
会
（
合
気
道
演
武
）
❷
ス
ポ
ー
ツ
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
表
敬
訪
問
（
川
端
団
長
〈
右
〉
と
ア
ラ
ン
・
ゴ
ー
C
E
O
）
❸
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
セ
ン
タ
ー
で
の
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
（
相
撲
演
武
）

日
本
武
道
館
と
日
本
武
道
協
議
会
は
、

令
和
７
年
度
日
本
武
道
代
表
団
を
昨
年
11

月
26
日
か
ら
12
月
２
日
ま
で
の
７
日
間
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
に
派
遣
し
た
。

本
派
遣
事
業
は
、
２
０
２
５
年
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
が
独
立
60
周
年
を
迎
え
る
の
を

機
に
、
ま
た
、
２
０
２
６
年
に
日
本
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
外
交
関
係
樹
立
60
周
年
を
迎

え
る
記
念
事
業
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
招
し
ょ
う

聘へ
い

を
受
け
日
本
武
道
の

真
髄
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
武
道
の
国

際
的
理
解
と
普
及
振
興
を
図
り
、
併
せ
て

両
国
の
友
好
親
善
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

代
表
団
は
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
理
事

長
を
団
長
と
し
、
現
代
武
道
９
種
目
（
柔

道
、
剣
道
、
弓
道
、
相
撲
、
空
手
道
、
合

気
道
、
少
林
寺
拳
法
、
な
ぎ
な
た
、
銃
剣

道
）
と
古
武
道
３
流
派
（
北ほ

く

辰し
ん

一い
っ

刀と
う

流
り
ゅ
う

剣け
ん

術じ
ゅ
つ、

宝ほ
う

蔵ぞ
う

院い
ん

流り
ゅ
う

高た
か

田だ

派は

槍そ
う

術じ
ゅ
つ、

沖お
き

縄な
わ

剛ご
う

柔じ
ゅ
う

流り
ゅ
う

武ぶ

術じ
ゅ
つ）、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

局
等
の
総
勢
69
名
で
構
成
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
日
本
人
学
校
チ
ャ
ン
ギ
校
で
の
武
道
交

流
演
武
会
や
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
、
武
道

演
武
大
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通

じ
て
多
く
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
々
に
武

道
の
魅
力
を
発
信
し
た
。

❷❷

❸❸

❶❶

武道演武大会での空手道ワークショップ武道演武大会での空手道ワークショップ
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午
後
１
時
よ
り
空
港
直
結
の
ベ
ル
サ
ー

ル
羽
田
空
港
（
東
京
都
大
田
区
）
に
お
い

て
、
団
員
の
ほ
か
、
高
村
正
彦
日
本
武
道

館
会
長
、
日
本
武
道
協
議
会
役
員
、
各
武

道
連
盟
代
表
者
出
席
の
も
と
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
団
員
全
員
を
呼
称
し
て
代
表

団
を
結
団
。
次
に
高
村
会
長
が
「
こ
の
日

本
武
道
代
表
団
は
、
一
流
の
指
導
者
や
選

手
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
武
道
の

真
髄
を
示
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人
た
ち
の

魂
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
両
国
の
関

分
（
現
地
時
間
、
以
下
同
様
）
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
チ
ャ
ン
ギ
国
際
空
港
に
到
着
し

た
。
そ
の
後
、
一
行
は
バ
ス
で
宿
泊
先
の

ヨ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
向
か
い
翌
27
日
の
午
前

１
時
近
く
に
到
着
。
こ
の
ま
ま
就
寝
と
な

っ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学
校
チ
ャ
ン
ギ

校
で
の
武
道
交
流
演
武
会
の
た
め
、
団
員

は
バ
ス
で
午
前
８
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。

朝
の
交
通
渋
滞
も
思
い
の
ほ
か
ス
ム
ー
ズ

で
、
40
分
ほ
ど
で
学
校
に
到
着
し
、
会
場

と
な
る
体
育
館
で
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ

た
。
短
い
準
備
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
団

員
同
士
で
話
し
合
い
、
演
武
内
容
を
変
更

す
る
な
ど
よ
り
良
く
見
せ
る
工
夫
を
行
う

様
子
が
見
ら
れ
た
。

今
回
、
本
交
流
演
武
会
の
実
現
に
協
力

を
い
た
だ
い
た
同
校
は
、
全
校
生
徒
550
名

ほ
ど
の
規
模
で
あ
る
が
、
学
校
側
の
児
童

全
員
を
参
加
さ
せ
た
い
と
の
希
望
に
よ

り
、
午
前
と
午
後
の
２
回
に
分
け
、
児
童

を
入
れ
替
え
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。午

前
の
部
の
開
始
時
刻
が
近
づ
く
と
、

前
の
授
業
を
終
え
た
児
童
が
ク
ラ
ス
ご
と

に
体
育
館
に
集
ま
り
始
め
、
武
道
ご
と
に

特
色
の
あ
る
道
着
姿
や
和
服
姿
、
相
撲
の

ま
わ
し
姿
を
目
に
す
る
と
、
始
ま
る
前
か

ら
興
味
津
々
の
様
子
で
あ
っ
た
。
午
前
10

時
20
分
、
開
会
式
は
松ま

つ

越こ
し

正ま
さ

純ず
み

校
長
の
歓

迎
の
言
葉
で
始
ま
り
、
川
端
団
長
が
主
催

者
挨
拶
と
し
て
「
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ

る
武
道
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
が
異
な
る
か
、
ど
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
る
か
、
よ
く
見
て
、
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。
最
後
に

武
道
代
表
団
か
ら
記
念
品
や
武
道
関
連
書

籍
、
剣
道
具
を
贈
呈
し
た
。

演
武
は
畳
と
床
（
マ
ッ
ト
）
の
２
種
目

同
時
で
進
行
し
、
異
な
る
種
類
の
技
術
が

次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
児
童
は
静
か

に
か
つ
真
剣
に
見
学
し
な
が
ら
も
、
日
本

剣
道
形
の
演
武
で
模
擬
刀
を
使
用
す
る
場

面
や
、
空
手
道
の
演
武
で
団
体
形
分
解
の

激
し
い
攻
防
の
場
面
で
は
、
子
ど
も
ら
し

い
純
粋
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
ワ
ッ
と
賑に
ぎ

わ

い
が
生
じ
た
。

演
武
の
途
中
に
は
、
児
童
代
表
者
数
名

に
よ
る
武
道
体
験
と
し
て
、
な
ぎ
な
た
や

宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
で
独
特
の
長
い
武

具
の
扱
い
方
を
教
わ
っ
た
り
、
柔
道
や
相

係
が
さ
ら
に
良
く
な
る
こ
と
を
確
信
し
て

お
り
ま
す
」
と
壮
行
の
言
葉
を
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
川
端
団
長
が
「
本
派
遣
事

業
の
立
ち
上
げ
当
初
は
、
国
際
的
な
組
織

を
持
つ
日
本
武
道
協
議
会
加
盟
の
武
道
団

体
は
一
部
で
あ
り
ま
し
た
が
、
各
団
体
の

ご
努
力
に
よ
り
今
や
す
べ
て
の
種
目
の
団

体
が
国
際
的
な
組
織
を
持
ち
活
発
に
活
動

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
日
本
の
関
係

は
極
め
て
友
好
的
で
あ
り
ま
す
が
、
改
め

て
皆
さ
ん
の
演
武
に
よ
っ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
国
民
、
と
り
わ
け
青
少
年
に
日
本
武

道
の
技
と
精
神
を
伝
え
、
友
好
親
善
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
」
と

挨
拶
し
、
代
表
団
と
し
て
の
目
的
・
責
務

を
果
た
す
こ
と
を
誓
っ
た
。

そ
の
後
、
市
野
保
己
全
日
本
銃
剣
道
連

盟
副
会
長
の
発
声
で
乾
杯
を
行
い
、
歓
談

に
移
っ
た
。
各
武
道
連
盟
の
代
表
出
席
者

が
団
員
に
激
励
の
言
葉
を
か
け
た
り
、
団

員
同
士
で
挨
拶
や
自
己
紹
介
を
す
る
な

ど
、出
発
前
の
和
や
か
な
時
を
過
ご
し
た
。

終
了
後
、
団
員
は
空
港
第
３
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
移
動
し
、
午
後
４
時
40
分
発
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
航
空
633
便
で
日
本
を
出
発
。
約

８
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
を
経
て
午
後
11
時
20

  
1111
月月
2626
日日  

結
団
式
・
壮
行
会

結
団
式
・
壮
行
会

1111
月月
2727
日日  

武
道
交
流
演
武
会

武
道
交
流
演
武
会

乾杯の発声を行う市野保己
全日本銃剣道連盟副会長（右）
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撲
で
団
員
を
相
手
に
技
を
か
け
る
こ
と
を

体
験
し
た
。

す
べ
て
の
演
武
と
武
道
体
験
が
終
わ
る

と
、
６
年
生
吉き

良ら

湊み
な
とさ
ん
が
児
童
代
表
と

し
て
感
想
を
述
べ
、
最
後
に
渡わ
た

邉な
べ

英え
い

史し

団

員（
弓
道
）が
団
員
代
表
と
し
て
挨
拶
し
、

午
前
の
部
は
終
了
し
た
。

午
後
１
時
か
ら
の
午
後
の
部
で
は
、
開

会
式
で
嶋し
ま

田だ

信の
ぶ

子こ

団
員
（
な
ぎ
な
た
）
が

代
表
し
て
挨
拶
。
午
前
と
同
様
の
盛
り
上

が
り
の
な
か
時
間
は
過
ぎ
、
最
後
に
５
年

生
の
加か

藤と
う

花は
な

さ
ん
が
児
童
代
表
と
し
て
感

想
を
、
中な
か

森も
り

清せ
い

徳と
く

団
員
（
少
林
寺
拳
法
）

が
団
員
代
表
と
し
て
挨
拶
し
た
。

な
お
、
休
憩
時
間
に
は
大
勢
の
児
童
が

団
員
の
も
と
に
集
ま
り
、
話
を
し
た
り
サ

イ
ン
を
求
め
る
場
面
も
あ
り
、
武
道
演
武

が
子
ど
も
た
ち
の
心
に
響
い
た
こ
と
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
一
幕
で
あ
っ
た
。

午
後
６
時
30
分
よ
り
日
本
国
大
使
館
主

催
の
日
星
（
＝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
交
流
武

道
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
大
使
公
邸
で
開
か
れ

た
。は

じ
め
に
石い
し

川か
わ

浩ひ
ろ

司し

駐
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

日
星
交
流
武
道

日
星
交
流
武
道

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

松越正純シンガポール日本人学校
チャンギ校校長（左）に記念品を

贈呈

武道体験：宝蔵院流高田派槍術

武道体験：柔道 武道体験：相撲 武道体験：なぎなた

固唾（かたず）をのんで演武を見学する児童（左：空手道、右：少林寺拳法）
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日
本
国
特
命
全
権
大
使
が
「
皆
様
の
ご
尽

力
に
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
各
地
に
武
道

の
道
場
が
設
け
ら
れ
多
く
の
人
が
稽
古
に

励
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

武
道
の
精
神
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
多
く

の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
両
国
の
友
情
と

理
解
を
支
え
る
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
日
本
武
道
代
表
団
の
訪
問

は
、
こ
の
歓
迎
の
潮
流
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
」
と
歓

迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。
続
い
て
川
端
団
長

が
歓
迎
に
対
す
る
お
礼
を
述
べ
て
記
念
品

を
贈
呈
。
歓
談
が
始
ま
る
と
、
団
員
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
武
道
団
体
関
係
者
や
ス
ポ

ー
ツ
関
係
者
と
交
流
を
深
め
た
。

川
端
団
長
と
各
道
・
各
流
派
の
代
表
者

は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
表
敬

訪
問
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
文
化
・
社
会
・
青
年

省
が
所
管
す
る
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
担
う

機
関
で
あ
る
。
は
じ
め
に
ア
ラ
ン
・
ゴ

ー
C
E
O
が
「
日
本
か
ら
友
人
を
お
迎

え
す
る
こ
と
を
嬉う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
日
本

は
ス
ポ
ー
ツ
文
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
回
の
訪
問
が
皆
様
に
と
っ
て
も
役

立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
川
端
団
長
が
表
敬
訪
問
の
お
礼
を

述
べ
て
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

次
に
同
機
関
の
Dr.
ロ
ウ
・
チ
ー
・
ヨ
ン

氏
よ
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
ハ
イ
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
つ

い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

質
疑
応
答
で
は
若
年
層
の
育
成
な
ど
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

そ
し
て
同
機
関
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
（
研

究
施
設
）
を
案
内
さ
れ
、
各
方
面
か
ら
ア

ス
リ
ー
ト
の
競
技
力
向
上
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
最
新
施
設
の
設

備
を
見
学
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
て
表
敬
訪
問
は
終
了
し
た
。

こ
の
日
の
夜
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
同
施

設
に
お
い
て
「
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
日
本
国
大
使

館
の
文
化
発
信
施
設
で
あ
り
、
展
示
や
講

演
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
日
々
開
か
れ
て
い

る
。
運
動
用
の
施
設
で
は
な
い
た
め
演
武

ス
ペ
ー
ス
や
条
件
は
限
ら
れ
る
が
、
今

回
、
メ
イ
ン
展
示
室
に
畳
９
枚
を
敷
き
、

講
演
に
加
え
て
全
種
目
の
演
武
を
短
時
間

な
が
ら
披
露
す
る
こ
と
に
し
た
。

演
武
者
は
各
道
・
各
流
派
２
名
ほ
ど

で
、
諸
条
件
を
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て
い
た

た
め
、
各
演
武
者
は
演
武
内
容
の
検
討
を

重
ね
て
臨
ん
だ
。

開
会
２
時
間
前
と
な
る
午
後
４
時
30

分
、
講
演
・
演
武
を
行
う
団
員
が
会
場
に

到
着
。
１
種
目
ず
つ
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行

い
、
最
終
調
整
を
行
っ
た
。
こ
の
間
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
ら
し
く
ス
コ
ー
ル
と
な
り
、
こ

の
よ
う
な
天
気
に
慣
れ
な
い
わ
れ
わ
れ
日

本
人
は
来
場
予
定
者
（
事
前
申
し
込
み

制
）
の
足
が
遠
の
く
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
た
が
、
セ
ミ
ナ
ー
が
始
ま
る
午
後
６

1111
月月
2828
日日  

表
敬
訪
問

表
敬
訪
問

武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー

武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー

シンガポール柔道連盟と交流を深める
柔道の団員

研究施設を見学する団員代表者

プレゼンテーションと質疑応答

歓迎の挨拶を行うアラン・ゴー CEO（中央右）
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時
30
分
に
は
用
意
し
た
50
席
は
ほ
ぼ
埋
ま

っ
た
。
武
道
修
行
者
ら
し
き
人
か
ら
、
両

親
と
一
緒
に
来
た
小
さ
な
子
ど
も
、
高
齢

の
女
性
ま
で
、
多
様
な
人
々
が
見
受
け
ら

れ
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
河か
わ

邊べ

章あ
き

子こ

同
セ
ン
タ
ー

所
長
と
川
端
団
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
続
い

て
剣
道
の
恩お
ん

田だ

浩こ
う

司じ

団
員
（
範
士
八
段
）

が
講
演
を
行
っ
た
。
恩
田
団
員
は
武
道
の

心
・
精
神
、
剣
道
の
特
性
、
江
戸
の
三
大

道
場
の
教
え
な
ど
を
通
じ
て
、
自
身
の
経

験
を
交
え
な
が
ら
、
伝
統
文
化
と
し
て
の

武
道
に
つ
い
て
語
っ
た
。

講
演
が
終
わ
る
と
演
武
に
移
っ
た
。
１

種
目
約
３
分
間
ず
つ
、
次
々
と
登
場
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
技
を
観
客
は
間
近
で
目
に
し

て
、
迫
力
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
あ
っ

た
。
ま
た
弓
や
槍や

り

な
ど
、
普
段
目
に
す
る

こ
と
の
な
い
武
具
を
用
い
た
演
武
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
す
る
参
加
者
の

姿
も
多
く
見
ら
れ
た
。

す
べ
て
の
演
武
終
了
後
に
は
全
種
目
の

演
武
者
が
登
壇
。
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る

と
、
個
別
の
武
道
種
目
に
関
す
る
質
問
や

武
道
全
般
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
代
表
団
全
体
の
行
動
は
な

く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
連
盟
や
支
部
等
の

関
係
団
体
が
あ
る
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
、

空
手
道
、
合
気
道
、
少
林
寺
拳
法
、
沖
縄

剛
柔
流
武
術
の
団
員
は
、
計
画
し
た
交
流

指
導
稽
古
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

ま
た
、
武
道
演
武
大
会
会
場
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ハ
ブ
Ｏ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
ア

リ
ー
ナ
で
は
、
翌
日
に
向
け
た
会
場
準
備

が
進
め
ら
れ
た
。

本
派
遣
事
業
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
武
道
演
武
大
会
の
日
を
迎
え
た
。
午
後

１
時
の
開
会
に
向
け
て
団
員
は
午
前
９
時

に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、
会
場
で
あ
る
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
・
ハ
ブ
Ｏ
Ｃ
Ｂ
Ｃ

ア
リ
ー
ナ
に
向
か
っ
た
。
こ
こ
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ジ
ア
ム
に
併
設

さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
、
複
数
面
あ
る

ホ
ー
ル
の
一
部
で
あ
る
。

は
じ
め
に
開
会
式
や
閉
会
式
の
整
列
方

法
、
演
武
の
入
退
場
動
線
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

1111
月月
2929
日日  

交
流
稽
古
会

交
流
稽
古
会

1111
月月
3030
日日  

武
道
演
武
大
会

武
道
演
武
大
会

巻藁（まきわら）を使用した弓道演武

北辰一刀流剣術の演武

河邊章子ジャパン・クリエイテ
ィブ・センター所長による挨拶講演を行う恩田浩司団員（剣道）

沖縄剛柔流武術の演武熱心に質問を行う参加者
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プ
の
実
施
場
所
な
ど
を
全
員
で
確
認
し
た

後
、
各
種
目
の
演
武
リ
ハ
ー
サ
ル
に
移
っ

た
。
団
員
は
入
念
に
演
武
内
容
を
確
認

し
、
本
番
に
備
え
た
。

開
会
１
時
間
前
の
正
午
に
開
場
し
た
と

こ
ろ
、
観
客
の
出
足
は
思
わ
し
く
な
く
、

開
会
後
の
入
場
を
期
待
し
な
が
ら
午
後
１

時
の
開
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

開
会
式
で
は
、
は
じ
め
に
石
川
駐
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
日
本
国
特
命
全
権
大
使
が
「
日

本
武
道
代
表
団
の
今
回
の
来
訪
、
そ
し
て

本
日
の
武
道
演
武
大
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
来
年
の
日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
外

交
関
係
樹
立
60
周
年
記
念
事
業
へ
の
機
運

を
高
め
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
体

現
さ
れ
て
い
る
日
本
の
美
徳
と
魅
力
の
真

髄
は
、
武
道
の
精
神
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
本
日
武
道
を
体
験
す
る
こ
と

で
、
日
本
の
伝
統
の
真
髄
を
感
じ
、
来
年

の
記
念
事
業
を
よ
り
深
く
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
挨
拶
が
述

べ
ら
れ
た
。
続
い
て
主
催
者
と
し
て
川

端
団
長
が
「
武
道
は
心
身
と
も
に
逞た
く
まし

い

立
派
な
人
間
を
育
て
る
人
間
教
育
の
道
と

し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
運
動
文
化
と
し

て
、
日
本
国
民
に
愛
好
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
開
会
式

■
開
会
式

川端達夫
日本武道代表団団長

石川浩司駐シンガポール
日本国特命全権大使

武道演武大会の会場となったシンガポー
ル・スポーツ・ハブＯＣＢＣアリーナ

■
武
道
演
武

■
武
道
演
武

弓道弓道北辰一刀流剣術北辰一刀流剣術

柔道柔道銃剣道銃剣道相撲相撲
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他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
異
な
る
こ
の
武
道
の

『
道
』
と
し
て
の
面
は
、
世
界
の
人
々
を

も
魅
了
し
て
い
ま
す
。
本
日
演
武
を
披
露

す
る
日
本
武
道
代
表
団
の
メ
ン
バ
ー
は
、

い
ず
れ
も
一
流
の
指
導
者
や
選
手
で
す
。

磨
き
抜
か
れ
た
技
を
披
露
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
さ
ま
に
日
本
武
道
の
魅
力
を
肌
で

感
じ
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

ま
た
、
観
客
は
開
会
式
の
間
も
途
絶
え

ず
入
り
続
け
、
演
武
が
始
ま
る
頃
に
は
だ

い
ぶ
増
え
て
い
た
。
現
地
在
住
の
方
に
よ

る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
〝
集
合
が
ゆ

っ
く
り
〟
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
少
し
安あ
ん

堵ど

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
来
場
を
期

待
し
な
が
ら
弓
道
の
演
武
か
ら
始
ま
っ

た
。
静
ま
る
会
場
で
放
た
れ
た
矢
が
、
会

場
の
端
か
ら
端
ま
で
駆
け
抜
け
的
を
射
る

音
が
響
く
と
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

た
。
そ
の
後
、北
辰
一
刀
流
剣
術
、柔
道
、

銃
剣
道
、
相
撲
、
剣
道
と
演
武
が
進
行
。

こ
ち
ら
も
国
民
性
な
の
か
観
客
の
反
応
は

比
較
的
控
え
め
で
、
開
場
は
凛り

ん

と
し
た
空

気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
打
突
や
踏
み
込

み
、
受
け
身
や
身
体
の
ぶ
つ
か
り
合
い
、

気
合
な
ど
の
音
が
際
立
ち
、
武
道
ら
し
い

雰
囲
気
を
よ
り
濃
く
感
じ
ら
れ
る
環
境
と

■
武
道
体
験

■
武
道
体
験

剣道剣道沖縄剛柔流武術沖縄剛柔流武術なぎなたなぎなた

合気道合気道少林寺拳法少林寺拳法宝蔵院流高田派槍術宝蔵院流高田派槍術

空手道空手道
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な
っ
た
。

前
半
の
演
武
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

会
場
内
の
子
ど
も
た
ち
が
剣
道
と
相
撲
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
と
こ
ろ
、
小
さ
な
身
体

で
団
員
に
一
生
懸
命
向
か
っ
て
い
く
姿
は

微ほ
ほ

笑え

ま
し
く
、
和
や
か
な
時
間
と
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
頃
に
は
観
客
も
１
０
０

０
人
ほ
ど
に
達
し
て
い
た
。

後
半
の
演
武
が
沖
縄
剛
柔
流
武
術
か
ら

始
ま
る
と
、
さ
き
ほ
ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ

ー
ナ
ー
か
ら
一
転
、
ふ
た
た
び
会
場
は
静

ま
り
、
観
客
は
真
剣
に
団
員
の
一
挙
手
一

投
足
に
見
入
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
な
ぎ

な
た
、
合
気
道
、
少
林
寺
拳
法
、
宝
蔵
院

流
高
田
派
槍
術
と
続
き
、
空
手
道
で
締
め

く
く
っ
た
。

す
べ
て
の
演
武
が
終
わ
り
、
い
っ
た
ん

演
武
大
会
を
閉
会
。
会
場
内
を
12
の
エ
リ

ア
に
区
切
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
始

す
る
と
、
い
ず
れ
の
武
道
に
も
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
体
験
を
希
望
す
る
参
加
者
が

大
勢
集
ま
っ
た
。
団
員
も
言
葉
の
壁
を
越

え
て
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が
ら
手
ほ

ど
き
し
、
参
加
者
は
み
な
笑
顔
で
武
道
の

世
界
を
堪
能
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

※
本
大
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
130
〜
131
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

武
道
演
武
大
会
の
成
功
を
祝
い
、
ま

た
、
本
派
遣
事
業
に
協
力
い
た
だ
い
た
現

地
関
係
者
へ
の
感
謝
を
表
す
た
め
、
来
賓

と
し
て
後
援
団
体
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

日
本
商
工
会
議
所
・
江え

口ぐ
ち

大だ
い

二じ

郎ろ
う

副
会
頭

を
は
じ
め
、７
種
目
・
流
派
の
現
地
連
盟
・

支
部
の
代
表
者
ら
を
招
い
て
フ
ェ
ア
ウ
ェ

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
っ
た
。
川
端
団
長
の

挨
拶
の
後
、
自
身
も
剣
道
修
行
者
で
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
剣
道
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
コ

ー
チ
で
も
あ
る
江
口
副
会
頭
が
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
剣
道
事
情
の
話
を
交
え
な
が
ら

「
こ
れ
を
機
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
ま
す
ま

す
武
道
が
発
展
し
、
多
く
の
方
が
武
道
を

始
め
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
挨

拶
し
て
乾
杯
。
参
加
者
は
国
境
を
越
え
て

武
道
談
議
に
花
を
咲
か
せ
た
。

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー江口大二郎シンガポール

日本商工会議所副会頭
（右）に記念品を贈呈

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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夜
の
解
団
式
ま
で
自
由
行
動
と
な
っ

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
地
下
鉄
が
は
り
め

ぐ
ら
さ
れ
て
い
て
、
有
名
な
観
光
名
所
な

ど
に
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、

団
員
は
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し
た
。

午
後
６
時
か
ら
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
解
団
式
を
実
施
。
団
員
は

食
事
を
し
な
が
ら
こ
の
１
週
間
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
、
思
い
出
を
語
り
合
い
な
が
ら
和

気
藹あ
い

々あ
い

と
し
た
解
団
式
と
な
っ
た

早
朝
の
午
前
５
時
、
ま
だ
暗
い
な
か
ホ

テ
ル
を
出
発
し
バ
ス
で
空
港
に
向
か
っ

た
。
お
世
話
に
な
っ
た
現
地
ガ
イ
ド
に
別

れ
を
告
げ
、
午
前
８
時
発
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
航
空
632
便
に
搭
乗
し
た
。
突
然
の
大
雨

に
よ
り
１
時
間
ほ
ど
飛
行
機
の
出
発
が
遅

れ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

午
後
５
時
（
日
本
時
間
）
に
羽
田
空
港
に

到
着
し
、
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
帰
路
に
就
い

た
。

（
文
責=

日
本
武
道
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局　

長
瀬
ま
り
子
）

1212
月
１
日

月
１
日　

解
団
式

　

解
団
式

1212
月
２
日

月
２
日　

帰　

国

　

帰　

国

市内視察
（マーライオン公園からの眺望）

解団式で団員を労う川端団長
（中央左）

武道演武大会の告知用看板を
挟んで記念撮影を行う団員ら

【【団長】川端達夫（日本武道館理事長）団長】川端達夫（日本武道館理事長）
【団長随行】川端冨美子【団長随行】川端冨美子
【日本武道館プロジェクト事務局】中島昭博、【日本武道館プロジェクト事務局】中島昭博、
　長瀬まり子、柿沼慧　長瀬まり子、柿沼慧
【柔道】南波利治（七段）、菅太誠（六段）、金丸【柔道】南波利治（七段）、菅太誠（六段）、金丸

雄介（六段）、佐藤和幸（六段）、岩本莉樹（参段）雄介（六段）、佐藤和幸（六段）、岩本莉樹（参段）
【剣道】恩田浩司（範士八段）、中村隆信（教士八【剣道】恩田浩司（範士八段）、中村隆信（教士八

段）、島田晃次（教士七段）、小田哲生（教士七段）、段）、島田晃次（教士七段）、小田哲生（教士七段）、
渡邉陽介（教士七段）、斎藤諒（五段）渡邉陽介（教士七段）、斎藤諒（五段）

【弓道】渡邉英史（教士七段）、小原裕幸（教士七【弓道】渡邉英史（教士七段）、小原裕幸（教士七
段）、久野研太（錬士六段）、村川春圭（錬士六段）、段）、久野研太（錬士六段）、村川春圭（錬士六段）、
橋本隆志（錬士六段）、田中慶子（錬士五段）橋本隆志（錬士六段）、田中慶子（錬士五段）

【相撲】岩本真輝（三段）、與那覇大地（二段）、【相撲】岩本真輝（三段）、與那覇大地（二段）、
島ノ江貴斗（二段）、田中太一（二段）、西谷祐輝（二島ノ江貴斗（二段）、田中太一（二段）、西谷祐輝（二
段）段）

【空手道】永井カンナ（初段）、堤さら（三段）、【空手道】永井カンナ（初段）、堤さら（三段）、
大成輝波（二段）、藤田康紘（三段）、柴谷海（二 大成輝波（二段）、藤田康紘（三段）、柴谷海（二 
段）段）

【合気道】入江嘉信（七段位）、梅津翔（六段位）、【合気道】入江嘉信（七段位）、梅津翔（六段位）、
藤田すみれ（四段）、安藤裕史（参段）、野中力樹（弍藤田すみれ（四段）、安藤裕史（参段）、野中力樹（弍

段）、山本宗次郎（弍段）段）、山本宗次郎（弍段）
【少林寺拳法】中森清徳（准範士七段）、谷聡士（大【少林寺拳法】中森清徳（准範士七段）、谷聡士（大

拳士六段）、森川春菜（正拳士五段）、森川千夏（正拳士六段）、森川春菜（正拳士五段）、森川千夏（正
拳士四段）、阿蘓品泰輝（少拳士三段）、渡辺海 拳士四段）、阿蘓品泰輝（少拳士三段）、渡辺海 
太（弍段）太（弍段）

【なぎなた】嶋田信子（教士）、山根園子（錬士）、【なぎなた】嶋田信子（教士）、山根園子（錬士）、
安喰愛（練士）、杉田洋子（五段）、阿部優子（四安喰愛（練士）、杉田洋子（五段）、阿部優子（四
段）、菊川愛理（三段）段）、菊川愛理（三段）

【銃剣道】衞藤敬輔（教士八段）、竹添敬介（教士【銃剣道】衞藤敬輔（教士八段）、竹添敬介（教士
八段）、井上善仁（教士八段）、寒河江正博（教八段）、井上善仁（教士八段）、寒河江正博（教
士八段）、大野裕美（教士七段）、石岡悠来（三段）士八段）、大野裕美（教士七段）、石岡悠来（三段）

【北辰一刀流剣術】田中榮治（中目録）、兼子勝喜【北辰一刀流剣術】田中榮治（中目録）、兼子勝喜
（大目録）、桐原英夫（大目録）、小瀧徳行（中目録）（大目録）、桐原英夫（大目録）、小瀧徳行（中目録）

【宝蔵院流高田派槍術】駒喜多学（流派代表）、 【宝蔵院流高田派槍術】駒喜多学（流派代表）、 
西本昌永（免許皆伝）、冨山忠和（免許）、西村西本昌永（免許皆伝）、冨山忠和（免許）、西村
文男（免許）文男（免許）

【沖縄剛柔流武術】上原米和（師範・八段）、藏元【沖縄剛柔流武術】上原米和（師範・八段）、藏元
雅一（師範・八段）、米里吉則（師範・七段）、雅一（師範・八段）、米里吉則（師範・七段）、
新屋光（指導員・四段）新屋光（指導員・四段）

【記録】北原直哉　　　　　　　　　　　（敬称略）【記録】北原直哉　　　　　　　　　　　（敬称略）

日本武道代表団団員一覧日本武道代表団団員一覧
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ニュース　全日本空手道選手権大会・全日本空手道団体形選手権大会

第第
5353
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

男子男子
組手組手

阿
部
遥
佑

阿
部
遥
佑    

が
初
制
覇

が
初
制
覇

（学連）（学連）

男子個人組手・決勝＝阿部（左）が上段突きを決める男子個人組手・決勝＝阿部（左）が上段突きを決める

　

第

　

第
5353
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

（
主
催
＝
全
日
本
空
手
道
連
盟
）
が
昨
年

（
主
催
＝
全
日
本
空
手
道
連
盟
）
が
昨
年

1212
月月
1313
・・
1414
日
に
東
京
武
道
館
（

日
に
東
京
武
道
館
（
1313
日
）
日
）

と
日
本
武
道
館（

と
日
本
武
道
館（
1414
日
）で
開
催
さ
れ
た
。

日
）で
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
４
回
全
日
本
空
手
道
団
体
形
選

ま
た
、
第
４
回
全
日
本
空
手
道
団
体
形
選

手
権
大
会
が
同
時
開
催
さ
れ
た
。

手
権
大
会
が
同
時
開
催
さ
れ
た
。

　

男
子
個
人
組
手
は
、
本
大
会
２
度
目
の

　

男
子
個
人
組
手
は
、
本
大
会
２
度
目
の

出
場
の
阿
部
遥
佑
（
学
連
）
が
過
去
選
手

出
場
の
阿
部
遥
佑
（
学
連
）
が
過
去
選
手

権
大
会
で
３
連
覇
（
２
０
２
０
、

権
大
会
で
３
連
覇
（
２
０
２
０
、
2121
、、
2222

年
）
を
果
た
し
て
い
る
崎
山
優
成
（
全
空

年
）
を
果
た
し
て
い
る
崎
山
優
成
（
全
空

連
推
薦
）
と
の
激
闘
を
制
し
、
初
の
栄
冠

連
推
薦
）
と
の
激
闘
を
制
し
、
初
の
栄
冠

に
輝
い
た
。
女
子
個
人
組
手
は
、
前
回
大

に
輝
い
た
。
女
子
個
人
組
手
は
、
前
回
大

会
準
優
勝
の
崎
山
紬
（
香
川
）
が
連
覇
を

会
準
優
勝
の
崎
山
紬
（
香
川
）
が
連
覇
を

狙
う
小
堂
利
奈
（
前
年
度
優
勝
）
に
リ
ベ

狙
う
小
堂
利
奈
（
前
年
度
優
勝
）
に
リ
ベ

ン
ジ
を
果
た
し
初
優
勝
に
輝
い
た
。

ン
ジ
を
果
た
し
初
優
勝
に
輝
い
た
。

　

男
子
個
人
形
は
、
本
一
将
（
全
空
連
推

　

男
子
個
人
形
は
、
本
一
将
（
全
空
連
推

薦
）
が
本
大
会
３
連
覇
中
の
西
山
走
（
前

薦
）
が
本
大
会
３
連
覇
中
の
西
山
走
（
前

年
度
優
勝
）
を
決
勝
で
下
し
て
悲
願
の
初

年
度
優
勝
）
を
決
勝
で
下
し
て
悲
願
の
初

優
勝
を
果
た
し
た
。
女
子
個
人
形
は
、
三

優
勝
を
果
た
し
た
。
女
子
個
人
形
は
、
三

島
き
り
（
全
実
連
）
が
尾
野
真
歩
（
全
空

島
き
り
（
全
実
連
）
が
尾
野
真
歩
（
全
空

連
推
薦
）
と
の
決
勝
を
制
し
、
初
優
勝
を

連
推
薦
）
と
の
決
勝
を
制
し
、
初
優
勝
を

果
た
し
た
。

果
た
し
た
。

　

男
子
団
体
形
で
は
、
全
空
連
推
薦
（
前

　

男
子
団
体
形
で
は
、
全
空
連
推
薦
（
前

年
度
優
勝
）
が
同
志
社
大
（
学
連
）
に
圧

年
度
優
勝
）
が
同
志
社
大
（
学
連
）
に
圧

巻
の
演
武
で
勝
利
し
、
連
覇
を
果
た
し

巻
の
演
武
で
勝
利
し
、
連
覇
を
果
た
し

た
。
女
子
団
体
形
で
は
帝
京
チ
ー
ム
が
、

た
。
女
子
団
体
形
で
は
帝
京
チ
ー
ム
が
、

国
士
舘
大（
学
連
）と
の
決
勝
を
制
し
て
、

国
士
舘
大（
学
連
）と
の
決
勝
を
制
し
て
、

嬉嬉う
れ
う
れ

し
い
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

し
い
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
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◎
優
勝
＝
阿
部
遥
佑
選
手
（
学
連
）

◎
優
勝
＝
阿
部
遥
佑
選
手
（
学
連
）

「「
実
感
は
ま
だ
湧
か
な
い
で
す
が
、
と
に

か
く
嬉
し
い
で
す
。

（
決
勝
は
）
先
取
点
を
取
ら
れ
た
時
は
ま

ず
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
一
つ
一
つ
冷
静

に
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
が

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
試
合
中
盤
の
一

本
は
、
運
が
巡
っ
て
き
た
と
思
い
、
一
瞬

の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
決
め
切
れ
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
崎
山
選
手
は
憧
れ
の
先

輩
で
１
、
２
年
前
は
試
合
を
す
る
と
き
に

怖
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら

一
緒
に
練
習
さ
せ
て
も
ら
い
、
勝
て
る
可

能
性
は
あ
る
と
、
自
分
に
自
信
を
持
て
た

の
が
勝
ち
に
繋つ

な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

■
決
勝

■
決
勝

　

阿
部
遥
佑　
　

７
―
５　
　

崎
山
優
成

　

阿
部
遥
佑　
　

７
―
５　
　

崎
山
優
成

　

準
決
勝
で
前
回
王
者
の
嶋
田
力
斗
（
前

　

準
決
勝
で
前
回
王
者
の
嶋
田
力
斗
（
前

年
度
優
勝
）
に
勝
利
し
、
初
の
決
勝
進
出

年
度
優
勝
）
に
勝
利
し
、
初
の
決
勝
進
出

を
果
た
し
た
阿
部
と
崎
山
の
一
戦
。

を
果
た
し
た
阿
部
と
崎
山
の
一
戦
。

　

試
合
序
盤
、
崎
山
が
阿
部
か
ら
中
段
突

　

試
合
序
盤
、
崎
山
が
阿
部
か
ら
中
段
突

き
で
先
取
点
を
奪
う
。
一
方
の
阿
部
は
身

き
で
先
取
点
を
奪
う
。
一
方
の
阿
部
は
身

長長
194194
㎝
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
長
い
リ
ー
チ

㎝
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
長
い
リ
ー
チ

を
生
か
し
た
上
段
突
き
を
軸
に
、
冷
静
に

を
生
か
し
た
上
段
突
き
を
軸
に
、
冷
静
に

試
合
を
展
開
し
、
先
取
点
を
取
ら
れ
て
も

試
合
を
展
開
し
、
先
取
点
を
取
ら
れ
て
も

ポ
イ
ン
ト
を
立
て
続
け
に
奪
い
返
す
。
一

ポ
イ
ン
ト
を
立
て
続
け
に
奪
い
返
す
。
一

進
一
退
の
攻
防
が
続
く
中
で
試
合
開
始
２

進
一
退
の
攻
防
が
続
く
中
で
試
合
開
始
２

分分
2525
秒
、
崎
山
が
上
段
蹴
り
を
狙
っ
た
際

秒
、
崎
山
が
上
段
蹴
り
を
狙
っ
た
際

に
体
勢
を
崩
し
倒
れ
る
と
、
阿
部
が
そ
の

に
体
勢
を
崩
し
倒
れ
る
と
、
阿
部
が
そ
の

隙
を
見
逃
さ
ず
中
段
突
き
を
決
め
て
一
本

隙
を
見
逃
さ
ず
中
段
突
き
を
決
め
て
一
本

を
奪
う
。
そ
の
後
も
阿
部
の
上
段
突
き
が

を
奪
う
。
そ
の
後
も
阿
部
の
上
段
突
き
が

冴冴ささ

え
わ
た
り
、
連
続
で
ポ
イ
ン
ト
を
取
る

え
わ
た
り
、
連
続
で
ポ
イ
ン
ト
を
取
る

と
、
追
い
つ
き
た
い
崎
山
も
試
合
終
盤
に

と
、
追
い
つ
き
た
い
崎
山
も
試
合
終
盤
に

中
段
蹴
り
で
技
有
り
を
奪
う
。
こ
の
技
有

中
段
蹴
り
で
技
有
り
を
奪
う
。
こ
の
技
有

り
で
７
―
５
ま
で
追
い
上
げ
た
崎
山
で
あ

り
で
７
―
５
ま
で
追
い
上
げ
た
崎
山
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
ポ
イ
ン
ト
は
奪
え
ず
試

っ
た
が
、
そ
の
後
ポ
イ
ン
ト
は
奪
え
ず
試

合
は
終
了
。
阿
部
が
大
学
生
な
が
ら
初
の

合
は
終
了
。
阿
部
が
大
学
生
な
が
ら
初
の

王
座
に
輝
い
た
。

王
座
に
輝
い
た
。

■
準
決
勝
①

■
準
決
勝
①

　

阿
部
遥
佑　
　

９
―
１　
　

嶋
田
力
斗

　

阿
部
遥
佑　
　

９
―
１　
　

嶋
田
力
斗

　

阿
部
と
嶋
田
の
一
戦
は
、
阿
部
が
上
段

　

阿
部
と
嶋
田
の
一
戦
は
、
阿
部
が
上
段

突
き
を
中
心
に
嶋
田
に
付
け
入
る
隙
を
全

突
き
を
中
心
に
嶋
田
に
付
け
入
る
隙
を
全

く
与
え
な
い
。
な
ん
と
か
ポ
イ
ン
ト
を
取

く
与
え
な
い
。
な
ん
と
か
ポ
イ
ン
ト
を
取

り
た
い
嶋
田
で
あ
っ
た
が
、
阿
部
の
長
い

り
た
い
嶋
田
で
あ
っ
た
が
、
阿
部
の
長
い

リ
ー
チ
を
前
に
攻
め
あ
ぐ
ね
る
。
そ
の
後

リ
ー
チ
を
前
に
攻
め
あ
ぐ
ね
る
。
そ
の
後

も
阿
部
が
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
、
ス
コ
ア
に

も
阿
部
が
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
、
ス
コ
ア
に

８
点
差
が
つ
い
た
た
め
試
合
終
了
。
前
回

８
点
差
が
つ
い
た
た
め
試
合
終
了
。
前
回

王
者
相
手
に
圧
巻
の
試
合
を
見
せ
た
阿
部

王
者
相
手
に
圧
巻
の
試
合
を
見
せ
た
阿
部

が
勝
ち
上
が
っ
た
。

が
勝
ち
上
が
っ
た
。

■
準
決
勝
②

■
準
決
勝
②

　

崎
山
優
成　
　

１
―
０　
　

小
崎
友
碁

　

崎
山
優
成　
　

１
―
０　
　

小
崎
友
碁

　

崎
山
と
小
崎
友
碁
（
全
空
連
推
薦
）
の

　

崎
山
と
小
崎
友
碁
（
全
空
連
推
薦
）
の

顔
合
わ
せ
。
両
者
と
も
に
相
手
の
動
き
を

顔
合
わ
せ
。
両
者
と
も
に
相
手
の
動
き
を

警
戒
し
て
か
、
な
か
な
か
技
を
出
さ
ず
、

警
戒
し
て
か
、
な
か
な
か
技
を
出
さ
ず
、

こ
う
着
状
態
が
続
く
。
試
合
時
間
残
り
１

こ
う
着
状
態
が
続
く
。
試
合
時
間
残
り
１

秒
ほ
ど
で
崎
山
の
上
段
突
き
が
有
効
と
な

秒
ほ
ど
で
崎
山
の
上
段
突
き
が
有
効
と
な

り
、
ギ
リ
ギ
リ
で
先
取
す
る
。
小
崎
の
カ

り
、
ギ
リ
ギ
リ
で
先
取
す
る
。
小
崎
の
カ

ウ
ン
タ
ー
の
突
き
が
有
効
で
あ
る
か
ど
う

ウ
ン
タ
ー
の
突
き
が
有
効
で
あ
る
か
ど
う

か
の
ビ
デ
オ
レ
ビ
ュ
ー
（
Ｖ
Ｒ
）
が
行
わ

か
の
ビ
デ
オ
レ
ビ
ュ
ー
（
Ｖ
Ｒ
）
が
行
わ

れ
る
も
、
ポ
イ
ン
ト
は
認
め
ら
れ
ず
、
試

れ
る
も
、
ポ
イ
ン
ト
は
認
め
ら
れ
ず
、
試

合
終
了
。
緊
迫
し
た
試
合
を
崎
山
が
鋭
い

合
終
了
。
緊
迫
し
た
試
合
を
崎
山
が
鋭
い

突
き
で
制
し
た
。

突
き
で
制
し
た
。

　
男
子
個
人
組
手

　
男
子
個
人
組
手

男子個人組手・準決勝①＝阿部（右）が上段突きを決める男子個人組手・準決勝①＝阿部（右）が上段突きを決める

男子個人組手・準決勝②＝崎山（右）対小崎男子個人組手・準決勝②＝崎山（右）対小崎

心技体 人を育てる総合誌
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女子女子
組手組手 崎山紬  が雪辱果たす崎山紬  が雪辱果たす

（
香
川
）

（
香
川
）

女子個人組手・決勝＝崎山（右）対小堂女子個人組手・決勝＝崎山（右）対小堂

■
決
勝

■
決
勝

　

崎
山　

紬　
　

３
―
２　
　

小
堂
利
奈

　

崎
山　

紬　
　

３
―
２　
　

小
堂
利
奈

　

初
優
勝
を
狙
う
崎
山
と
連
覇
が
か
か
っ

　

初
優
勝
を
狙
う
崎
山
と
連
覇
が
か
か
っ

て
い
る
小
堂
の
前
回
大
会
決
勝
と
同
じ
顔

て
い
る
小
堂
の
前
回
大
会
決
勝
と
同
じ
顔

合
わ
せ
。
前
回
大
会
で
は
９
―
３
で
小
堂

合
わ
せ
。
前
回
大
会
で
は
９
―
３
で
小
堂

が
勝
利
し
て
い
る
。

が
勝
利
し
て
い
る
。

　

試
合
序
盤
か
ら
両
者
と
も
に
慎
重
な
姿

　

試
合
序
盤
か
ら
両
者
と
も
に
慎
重
な
姿

勢
を
み
せ
る
。
そ
の
ま
ま
試
合
終
盤
ま
で

勢
を
み
せ
る
。
そ
の
ま
ま
試
合
終
盤
ま
で

互
い
に
技
を
仕
掛
け
る
も
の
の
、
相
手
を

互
い
に
技
を
仕
掛
け
る
も
の
の
、
相
手
を

捉
え
き
れ
な
い
展
開
が
続
く
。
試
合
が
動

捉
え
き
れ
な
い
展
開
が
続
く
。
試
合
が
動

い
た
の
は
残
り
時
間

い
た
の
は
残
り
時
間
2525
秒
、
小
堂
が
素
早

秒
、
小
堂
が
素
早

く
間
合
い
を
詰
め
て
上
段
突
き
を
決
め
先

く
間
合
い
を
詰
め
て
上
段
突
き
を
決
め
先

取
す
る
と
、
続
け
ざ
ま
に
上
段
突
き
を
決

取
す
る
と
、
続
け
ざ
ま
に
上
段
突
き
を
決

め
２
―
０
と
す
る
。
残
り
時
間
約

め
２
―
０
と
す
る
。
残
り
時
間
約
1010
秒
、
秒
、

崎
山
が
中
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う

崎
山
が
中
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う

と
、
下
が
る
小
堂
に
対
し
て
間
合
い
を
詰

と
、
下
が
る
小
堂
に
対
し
て
間
合
い
を
詰

め
て
い
き
上
段
突
き
を
繰
り
出
す
。
下
が

め
て
い
き
上
段
突
き
を
繰
り
出
す
。
下
が

っ
た
際
に
場
外
に
出
た
小
堂
に
対
し
注
意

っ
た
際
に
場
外
に
出
た
小
堂
に
対
し
注
意

が
与
え
ら
れ
る
と
、
累
積
で
先
取
が
取
り

が
与
え
ら
れ
る
と
、
累
積
で
先
取
が
取
り

消
さ
れ
る
。
残
り
４
秒
で
試
合
が
再
開
さ

消
さ
れ
る
。
残
り
４
秒
で
試
合
が
再
開
さ

れ
る
と
、
直
後
に
崎
山
が
上
段
突
き
を
決

れ
る
と
、
直
後
に
崎
山
が
上
段
突
き
を
決

め
て
ス
コ
ア
は
イ
ー
ブ
ン
に
。
な
お
も
試

め
て
ス
コ
ア
は
イ
ー
ブ
ン
に
。
な
お
も
試

合
時
間
は
残
り
約
２
秒
。
両
者
の
最
後
の

合
時
間
は
残
り
約
２
秒
。
両
者
の
最
後
の

攻
防
は
、
崎
山
が
残
り
０
・
３
秒
で
上
段

攻
防
は
、
崎
山
が
残
り
０
・
３
秒
で
上
段

突
き
を
決
め
て
試
合
終
了
。
崎
山
が
熱
戦

突
き
を
決
め
て
試
合
終
了
。
崎
山
が
熱
戦

を
制
し
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
た
。

を
制
し
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
た
。

　
女
子
個
人
組
手

　
女
子
個
人
組
手

■
準
決
勝
①

■
準
決
勝
①

　

崎
山　

紬　
　

５
―
２　
　

武
田
蒼
生

　

崎
山　

紬　
　

５
―
２　
　

武
田
蒼
生

　

崎
山
と
武
田
蒼
生
（
大
阪
）
の
顔
合
わ

　

崎
山
と
武
田
蒼
生
（
大
阪
）
の
顔
合
わ

せ
。
試
合
中
盤
に
武
田
が
上
段
突
き
で
有

せ
。
試
合
中
盤
に
武
田
が
上
段
突
き
で
有

効
を
取
り
、
先
取
す
る
。
そ
の
後
も
武
田

効
を
取
り
、
先
取
す
る
。
そ
の
後
も
武
田

が
上
段
突
き
を
決
め
て
２
―
０
と
す
る

が
上
段
突
き
を
決
め
て
２
―
０
と
す
る

と
、
そ
の
直
後
に
崎
山
が
上
段
蹴
り
で
一

と
、
そ
の
直
後
に
崎
山
が
上
段
蹴
り
で
一

本
を
決
め
て
逆
転
に
成
功
す
る
。
残
り
時

本
を
決
め
て
逆
転
に
成
功
す
る
。
残
り
時

間
が
少
な
く
な
り
、
積
極
的
に
仕
掛
け
る

間
が
少
な
く
な
り
、
積
極
的
に
仕
掛
け
る

武
田
に
対
し
て
、
崎
山
が
中
段
突
き
と
上

武
田
に
対
し
て
、
崎
山
が
中
段
突
き
と
上

段
突
き
を
立
て
続
け
に
決
め
る
。
最
終
ス

段
突
き
を
立
て
続
け
に
決
め
る
。
最
終
ス

コ
ア
５
―
２
で
試
合
は
終
了
。
崎
山
が
２

コ
ア
５
―
２
で
試
合
は
終
了
。
崎
山
が
２

大
会
連
続
で
決
勝
の
舞
台
に
進
ん
だ
。

大
会
連
続
で
決
勝
の
舞
台
に
進
ん
だ
。

女子個人組手・準決勝①＝崎山（右）が上段蹴りを決める女子個人組手・準決勝①＝崎山（右）が上段蹴りを決める
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◎
優
勝
＝
崎
山
紬
選
手
（
香
川
）

◎
優
勝
＝
崎
山
紬
選
手
（
香
川
）

「
優
勝
し
た
瞬
間
は
本
当
に
信
じ
ら
れ
ま

「
優
勝
し
た
瞬
間
は
本
当
に
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
お
祝

せ
ん
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
お
祝

い
し
て
も
ら
え
て
す
ご
い
嬉
し
い
気
持
ち

い
し
て
も
ら
え
て
す
ご
い
嬉
し
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
決
勝
は
）
最
初
に
相
手
に
取
ら
れ
る
展

（
決
勝
は
）
最
初
に
相
手
に
取
ら
れ
る
展

開
に
な
り
ま
し
た
が
、
取
り
返
す
練
習
を

開
に
な
り
ま
し
た
が
、
取
り
返
す
練
習
を

し
て
き
た
の
で
、
特
に
焦
る
こ
と
な
く
で

し
て
き
た
の
で
、
特
に
焦
る
こ
と
な
く
で

き
ま
し
た
。
最
後
の
有
効
は
、
自
分
の
直

き
ま
し
た
。
最
後
の
有
効
は
、
自
分
の
直

感
を
信
じ
て
思
い
切
り
技
を
出
せ
た
こ
と

感
を
信
じ
て
思
い
切
り
技
を
出
せ
た
こ
と

が
い
い
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

が
い
い
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

利
奈
先
輩
（
小
堂
選
手
）
と
今
年
も
同
じ

利
奈
先
輩
（
小
堂
選
手
）
と
今
年
も
同
じ

舞
台
で
戦
う
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た

舞
台
で
戦
う
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た

で
す
し
、
前
回
大
会
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

で
す
し
、
前
回
大
会
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
初
戦

す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
初
戦

か
ら
動
き
も
良
か
っ
た
で
す
し
、
何
よ
り

か
ら
動
き
も
良
か
っ
た
で
す
し
、
何
よ
り

試
合
を
楽
し
め
て
い
た
の
が
良
か
っ
た
と

試
合
を
楽
し
め
て
い
た
の
が
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
は
親

思
い
ま
す
。
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
は
親

元
を
離
れ
て
、
違
う
環
境
で
空
手
を
し
て

元
を
離
れ
て
、
違
う
環
境
で
空
手
を
し
て

悩
む
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
良
い

悩
む
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
良
い

結
果
で
終
わ
れ
て
良
か
っ
た
で
す
」

結
果
で
終
わ
れ
て
良
か
っ
た
で
す
」

女子個人組手・準決勝②＝小堂（左）対永井女子個人組手・準決勝②＝小堂（左）対永井

■
準
決
勝
②

■
準
決
勝
②

　

小
堂
利
奈　
　

判
―　
　

　

小
堂
利
奈　
　

判
―　
　

永
井
カ
ン
ナ

永
井
カ
ン
ナ

　

小
堂
と
第

　

小
堂
と
第
5151
回
選
手
権
大
会
で
優
勝
経

回
選
手
権
大
会
で
優
勝
経

験
の
あ
る
永
井
カ
ン
ナ
（
静
岡
）
の
一

験
の
あ
る
永
井
カ
ン
ナ
（
静
岡
）
の
一

戦
。
試
合
は
お
互
い
に
手
数
が
少
な
く
、

戦
。
試
合
は
お
互
い
に
手
数
が
少
な
く
、

慎
重
な
試
合
運
び
を
み
せ
る
。
そ
の
ま
ま

慎
重
な
試
合
運
び
を
み
せ
る
。
そ
の
ま
ま

時
間
が
経
過
し
て
い
き
、
両
者
ポ
イ
ン
ト

時
間
が
経
過
し
て
い
き
、
両
者
ポ
イ
ン
ト

を
取
れ
な
い
ま
ま
残
り
時
間
が

を
取
れ
な
い
ま
ま
残
り
時
間
が
1515
秒
に
な

秒
に
な

る
と
、
小
堂
は
突
き
、
永
井
は
蹴
り
で
攻

る
と
、
小
堂
は
突
き
、
永
井
は
蹴
り
で
攻

め
る
。
し
か
し
、
両
者
ポ
イ
ン
ト
を
取
る

め
る
。
し
か
し
、
両
者
ポ
イ
ン
ト
を
取
る

に
は
い
た
ら
ず
試
合
は
終
了
。
旗
判
定
の

に
は
い
た
ら
ず
試
合
は
終
了
。
旗
判
定
の

結
果
、
小
堂
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。

結
果
、
小
堂
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。
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■
決
勝

■
決
勝

◯
三
島
き
り　

◯
三
島
き
り　
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4646
・
２
点

・
２
点

　

尾
野
真
歩　

　

尾
野
真
歩　
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

4444
・
０
点

・
０
点

　

準
決
勝
で
前
回
大
会
優
勝
の
東
佐
江
子

　

準
決
勝
で
前
回
大
会
優
勝
の
東
佐
江
子

（
前
年
度
優
勝
）
と
の
対
決
を
制
し
た
三

（
前
年
度
優
勝
）
と
の
対
決
を
制
し
た
三

島
と
尾
野
の
前
回
大
会
３
位
入
賞
者
同
士

島
と
尾
野
の
前
回
大
会
３
位
入
賞
者
同
士

の
顔
合
わ
せ
。
両
者
と
も
に
チ
ャ
タ
ン
ヤ

の
顔
合
わ
せ
。
両
者
と
も
に
チ
ャ
タ
ン
ヤ

ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
選
択
し
た
。
先
攻

ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
を
選
択
し
た
。
先
攻

の
三
島
は
持
ち
前
の
キ
レ
と
抜
群
の
ス
ピ

の
三
島
は
持
ち
前
の
キ
レ
と
抜
群
の
ス
ピ

ー
ド
感
で
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク

ー
ド
感
で
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク

女子個人形・優勝＝三島きり（チャタンヤラ・クーサンクー）女子個人形・優勝＝三島きり（チャタンヤラ・クーサンクー）

男子個人形・優勝＝本一将（ガンカク）男子個人形・優勝＝本一将（ガンカク）

■
決
勝

■
決
勝

◯
本
一
将　

ガ
ン
カ
ク　
　
　

◯
本
一
将　

ガ
ン
カ
ク　
　
　

4747
・
７
点

・
７
点

　

西
山
走　

　

西
山
走　
ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ　　

4747
・
０
点

・
０
点

　

前
回
大
会
で
の
準
優
勝
を
は
じ
め
、
こ

　

前
回
大
会
で
の
準
優
勝
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
多
く
の
入
賞
経
験
が
あ
る
本
と
、

れ
ま
で
多
く
の
入
賞
経
験
が
あ
る
本
と
、

４
連
覇
を
目
指
す
西
山
の
顔
合
わ
せ
。
先

４
連
覇
を
目
指
す
西
山
の
顔
合
わ
せ
。
先

攻
の
西
山
は
、
３
連
覇
を
と
も
に
歩
ん
だ

攻
の
西
山
は
、
３
連
覇
を
と
も
に
歩
ん
だ

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
を
披
露
。
力
強
く
気

ス
ー
パ
ー
リ
ン
ペ
イ
を
披
露
。
力
強
く
気

迫
に
満
ち

迫
に
満
ち
溢溢あ
ふ
あ
ふ

れ
た
形
で
観
客
を
魅
了
し

れ
た
形
で
観
客
を
魅
了
し

た
。
後
攻
の
本
は
前
回
大
会
と
同
様
に
ガ

た
。
後
攻
の
本
は
前
回
大
会
と
同
様
に
ガ

ン
カ
ク
を
演
武
。
ガ
ン
カ
ク
の
見
せ
場
で

ン
カ
ク
を
演
武
。
ガ
ン
カ
ク
の
見
せ
場
で

も
あ
る
片
足
で
立
つ
「

も
あ
る
片
足
で
立
つ
「
鷺鷺さ

ぎ
さ
ぎ

足
立
ち
」
を
一

足
立
ち
」
を
一

切
の
ブ
レ
も
な
く
、
華
麗
に
決
め
切
る
と

切
の
ブ
レ
も
な
く
、
華
麗
に
決
め
切
る
と

観
客
か
ら
大
歓
声
が
送
ら
れ
た
。
判
定
の

観
客
か
ら
大
歓
声
が
送
ら
れ
た
。
判
定
の

結
果
、
本
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
を
制

結
果
、
本
が
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
を
制

し
、
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

し
、
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
本
一
将
選
手
（
全
空
連
推
薦
）

◎
優
勝
＝
本
一
将
選
手
（
全
空
連
推
薦
）

「
や
っ
と
こ
の
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が

「
や
っ
と
こ
の
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
舞
台
で
ガ
ン
カ
ク
を

で
き
ま
し
た
。
こ
の
舞
台
で
ガ
ン
カ
ク
を

打
ち
切
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
西
山
選
手

打
ち
切
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
西
山
選
手

と
は
高
校
生
の
頃
か
ら
勝
っ
た
り
負
け
た

と
は
高
校
生
の
頃
か
ら
勝
っ
た
り
負
け
た

り
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
一
時
期
勝

り
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
一
時
期
勝

て
な
い
こ
と
が
続
い
た
時
に
、
ラ
イ
バ
ル

て
な
い
こ
と
が
続
い
た
時
に
、
ラ
イ
バ
ル

と
思
っ
て
い
い
の
か
悩
ん
だ
時
も
あ
り
ま

と
思
っ
て
い
い
の
か
悩
ん
だ
時
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
た
こ
う
し
て
勝
つ
こ
と
が
で

し
た
が
、
ま
た
こ
う
し
て
勝
つ
こ
と
が
で

き
て
嬉
し
い
で
す
」

き
て
嬉
し
い
で
す
」

ー
の
魅
力
を
最
大
限
に
披
露
し
た
。
後
攻

ー
の
魅
力
を
最
大
限
に
披
露
し
た
。
後
攻

の
尾
野
は
、
技
の
一
つ
一
つ
に
丁
寧
さ
と

の
尾
野
は
、
技
の
一
つ
一
つ
に
丁
寧
さ
と

力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
安
定
感
抜
群
の
形

力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
安
定
感
抜
群
の
形

を
演
武
し
た
。
判
定
の
結
果
、
三
島
が
嬉

を
演
武
し
た
。
判
定
の
結
果
、
三
島
が
嬉

し
い
初
優
勝
に
輝
い
た
。

し
い
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
三
島
き
り
選
手
（
全
実
連
）

◎
優
勝
＝
三
島
き
り
選
手
（
全
実
連
）

「
こ
の
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
優
勝
で
き
て

「
こ
の
素
晴
ら
し
い
舞
台
で
優
勝
で
き
て

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
相
手
が
誰
で

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
相
手
が
誰
で

あ
ろ
う
と
自
分
の
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

あ
ろ
う
と
自
分
の
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
出
す
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
チ
ャ

ス
を
出
す
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
チ
ャ

タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
は
自
分
の
持

タ
ン
ヤ
ラ
・
ク
ー
サ
ン
ク
ー
は
自
分
の
持

ち
味
で
あ
る
キ
レ
と
ス
ピ
ー
ド
が
よ
く
映

ち
味
で
あ
る
キ
レ
と
ス
ピ
ー
ド
が
よ
く
映

え
る
形
だ
と
思
う
の
で
、
さ
ら
に
磨
き
を

え
る
形
だ
と
思
う
の
で
、
さ
ら
に
磨
き
を

か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
女
子
個
人
形

　
女
子
個
人
形

　
男
子
個
人
形

　
男
子
個
人
形
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■
決
勝

■
決
勝

◯
全
空
連
推
薦　
　
　
　

ウ
ン
ス
ー　
　
　
　
　

◯
全
空
連
推
薦　
　
　
　

ウ
ン
ス
ー　
　
　
　
　

4646
・
５
点

・
５
点

　

学
連
④

　

学
連
④
（
同
志
社
大
）

（
同
志
社
大
）　

ア
ー
ナ
ン　
　
　
　
　

　

ア
ー
ナ
ン　
　
　
　
　

4444
・
４
点

・
４
点

　

連
覇
を
目
指
す
全
空
連
推
薦
と
同
志
社
大
の
顔
合
わ
せ
。

　

連
覇
を
目
指
す
全
空
連
推
薦
と
同
志
社
大
の
顔
合
わ
せ
。

先
攻
の
全
空
連
推
薦
が
一
糸
乱
れ
ぬ
形
を
披
露
す
る
と
、
団

先
攻
の
全
空
連
推
薦
が
一
糸
乱
れ
ぬ
形
を
披
露
す
る
と
、
団

体
形
の
特
徴
で
も
あ
る
「
分
解
」
で
は
、
気
迫
溢
れ
る
演
武

体
形
の
特
徴
で
も
あ
る
「
分
解
」
で
は
、
気
迫
溢
れ
る
演
武

で
観
客
を
魅
了
。
見
事
連
覇
を
果
た
し
た
。

で
観
客
を
魅
了
。
見
事
連
覇
を
果
た
し
た
。

第４回全日本空手道団体形選手権大会第４回全日本空手道団体形選手権大会

■
決
勝

■
決
勝

◯
帝
京
チ
ー
ム　
　
　
　

ウ
ン
ス
ー　
　
　
　
　

◯
帝
京
チ
ー
ム　
　
　
　

ウ
ン
ス
ー　
　
　
　
　

4545
・
８
点

・
８
点

　

学
連
⑤

　

学
連
⑤
（
国
士
舘
大
）

（
国
士
舘
大
）　

ト
マ
リ
バ
ッ
サ
イ　
　

　

ト
マ
リ
バ
ッ
サ
イ　
　

4444
・
８
点

・
８
点

　

初
優
勝
を
目
指
す
帝
京
チ
ー
ム
と
大
学
と
し
て
の
連
覇
に

　

初
優
勝
を
目
指
す
帝
京
チ
ー
ム
と
大
学
と
し
て
の
連
覇
に

期
待
が
か
か
る
国
士
舘
大
の
一
戦
。
後
攻
の
帝
京
チ
ー
ム
は

期
待
が
か
か
る
国
士
舘
大
の
一
戦
。
後
攻
の
帝
京
チ
ー
ム
は

ウ
ン
ス
ー
を
披
露
。
息
の
あ
っ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
動
き
で

ウ
ン
ス
ー
を
披
露
。
息
の
あ
っ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
動
き
で

圧
巻
の
形
を
決
め
て
、
初
優
勝
を
手
に
し
た
。

圧
巻
の
形
を
決
め
て
、
初
優
勝
を
手
に
し
た
。

男子団体形・優勝＝全空連推薦（ウンスー）男子団体形・優勝＝全空連推薦（ウンスー）

女子団体形・優勝＝帝京チーム（ウンスー）女子団体形・優勝＝帝京チーム（ウンスー）

　
男
子
団
体
形

　
男
子
団
体
形

　
女
子
団
体
形

　
女
子
団
体
形
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ニュース　若潮杯争奪武道大会

　
第
42
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
国
際
武
道
大
学
）
が
昨

年
12
月
25
～
27
日
に
国
際
武
道
大
学
（
千
葉
県
勝
浦
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か

ら
選
抜
さ
れ
た
高
校
生
が
集
い
、
初
日
に
な
ぎ
な
た
、
２
日
目
に
剣
道
、
最
終
日
に

柔
道
が
行
わ
れ
、
激
闘
を
繰
り
広
げ
た
。

第
42
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会

なぎなた女子入賞者なぎなた女子入賞者

な
ぎ
な
た
・
女
子

な
ぎ
な
た
・
女
子

龍
光
寺

龍
光
寺((
東
京
・
富
士
）

東
京
・
富
士
）
が
初
優
勝

が
初
優
勝

なぎなた男子入賞者なぎなた男子入賞者

　

男
女
と
も
に
個
人
戦
（
１
～
３
年
生
）

が
行
わ
れ
た
。
予
選
は
３
名
に
よ
る
リ
ー

グ
戦
で
、
各
リ
ー
グ
の
１
位
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
鈴
木
秀
岳
（
埼
玉
栄
）

と
沖
村
晴
渡
（
山
口
・
長
府
）
が
対
戦
し
、

鈴
木
が
メ
ン
を
決
め
て
一
本
勝
ち
で
初
優

勝
し
た
。

　

女
子
決
勝
は
、
初
優
勝
を
狙
う
龍
光
寺

眞
有
（
東
京
・
富
士
）
と
前
回
大
会
優
勝

の
佐
藤
さ
な
み
（
岡
山
・
美
作
）
が
対
戦
。

龍
光
寺
が
ス
ネ
を
決
め
て
一
本
勝
ち
し
、

初
優
勝
を
飾
っ
た
。

■
な
ぎ
な
た
の
部（
男
子

■
な
ぎ
な
た
の
部（
男
子
2424
名
、
名
、  

女
子
女
子
4747
名
）
名
）

　なぎなた・女子決勝＝龍光寺（右）対佐藤　なぎなた・女子決勝＝龍光寺（右）対佐藤
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剣道・男子決勝（大将戦）剣道・男子決勝（大将戦）
日章学園・倉部恵多（右）対奈良大学附属・木村溜汰日章学園・倉部恵多（右）対奈良大学附属・木村溜汰

剣道・女子決勝（中堅戦）剣道・女子決勝（中堅戦）
八代白百合学園・武田絢葉（左）対筑紫台・川原那奈子八代白百合学園・武田絢葉（左）対筑紫台・川原那奈子

剣道男子優勝＝日章学園（宮崎）剣道男子優勝＝日章学園（宮崎）

剣道女子優勝＝八代白百合学園（熊本）剣道女子優勝＝八代白百合学園（熊本）

剣
道
・
男
子

剣
道
・
男
子

日
章
学
園
（
宮
崎
）
が
２
回
目
の
優
勝

日
章
学
園
（
宮
崎
）
が
２
回
目
の
優
勝

　

試
合
は
男
女
と
も
に
１
・
２
年
生
に
よ

る
団
体
戦
（
５
人
制
）
が
行
わ
れ
た
。
予

選
は
３
校
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
各
リ
ー
グ

１
位
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
っ

て
覇
が
競
わ
れ
た
。

　

男
子
決
勝
は
、
日
章
学
園
（
宮
崎
）
と

■
剣
道
の
部
（
男
女
各

■
剣
道
の
部
（
男
女
各
2424
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

奈
良
大
学
附
属（
奈
良
）が
対
戦
。
先
鋒
、

次
鋒
は
引
き
分
け
た
が
、
日
章
学
園
は
中

堅
、
副
将
と
連
勝
し
大
将
戦
を
待
た
ず
に

２
回
目
の
優
勝
を
決
め
た
。

　

女
子
決
勝
は
、
八
代
白
百
合
学
園
（
熊

本
）
が
過
去
４
回
の
優
勝
経
験
を
ほ
こ
る

筑
紫
台
（
福
岡
）
を
１
―
０
で
下
し
、
初

優
勝
を
果
た
し
た
。
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ニュース　若潮杯争奪武道大会

柔道男子優勝＝崇徳（広島）柔道男子優勝＝崇徳（広島）

柔道女子優勝＝富士学苑（山梨）柔道女子優勝＝富士学苑（山梨）

　柔道・男子決勝＝崇徳・米澤直良（上）対東海大学付属相模・下地琉仁　柔道・男子決勝＝崇徳・米澤直良（上）対東海大学付属相模・下地琉仁

柔
道
・
男
子

柔
道
・
男
子

崇
徳
（
広
島
）
が

崇
徳
（
広
島
）
が
1212
年
ぶ
り
の
優
勝

年
ぶ
り
の
優
勝

　

１
・
２
年
生
に
よ
る
団
体
戦
（
男
子
５

人
制
、
女
子
３
人
制
）
で
優
勝
が
争
わ
れ

た
。

　

男
子
決
勝
は
、
12
年
ぶ
り
２
回
目
の
優

勝
を
狙
う
崇
徳
（
広
島
）
と
同
大
会
２
連

覇
中
の
東
海
大
学
付
属
相
模
（
神
奈
川
）

■
柔
道
の
部
（
男
女
各

■
柔
道
の
部
（
男
女
各
1616
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

の
顔
合
わ
せ
。
崇
徳
が
３
―
０
で
勝
利

し
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

女
子
決
勝
は
、
富
士
学
苑
（
山
梨
）
と

連
覇
を
狙
う
比
叡
山
（
滋
賀
）
が
対
戦
。

１
―
０
の
接
戦
を
制
し
て
、
富
士
学
苑
が

７
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
決
め
た
。
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【
大
会
結
果
】

■
な
ぎ
な
た

▽
男
子
＝
①
鈴
木
秀
岳
（
埼
玉
栄
）
②

沖
村
晴
渡
（
山
口
・
長
府
）
③
相
澤

直
生
（
埼
玉
栄
）、
中
山
旺
己
（
岡
山

後
楽
館
）

▽
女
子
＝
①
龍
光
寺
眞
有
（
東
京
・
富

士
）
②
佐
藤
さ
な
み
（
岡
山
・
美
作
）

③
鶴
見
由
依
（
神
奈
川
大
学
附
属
）、

東
り
ん
み
（
鹿
児
島
・
川
辺
）

■
剣
道

▽
男
子
＝
①
日
章
学
園
（
宮
崎
）
②
奈

良
大
学
附
属（
奈
良
）③
九
州
学
院（
熊

本
）、
本
庄
第
一
（
埼
玉
）

▽
女
子
＝
①
八
代
白
百
合
学
園
（
熊

本
）
②
筑
紫
台
（
福
岡
）
③
東
奥
義

塾
（
青
森
）、
明
豊
（
大
分
）

■
柔
道

▽
男
子
＝
①
崇
徳
（
広
島
）
②
東
海
大

学
付
属
相
模（
神
奈
川
）③
埼
玉
栄（
埼

玉
）、
大
成
（
愛
知
）

▽
女
子
＝
①
富
士
学
苑
（
山
梨
）
②
比

叡
山
（
滋
賀
）
③
敬
愛
（
福
岡
）、
渋

谷
教
育
学
園
渋
谷
（
東
京
）

心技体 人を育てる総合誌

試合会場の国際武道大学３号館体育館（入り口）試合会場の国際武道大学３号館体育館（入り口）３日間を通して熱戦が繰り広げられた３日間を通して熱戦が繰り広げられた
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ニュース　武道演武大会アンケート調査結果（シンガポール共和国派遣日本武道代表団）

【
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要
】

※
一
部
抜
粋
し
て
掲
載

■
Q
R
コ
ー
ド
を
用
い
た
調
査
を
行
っ

た
と
こ
ろ
296
の
回
答
が
あ
っ
た
。

①
年
代

「
20
代
」
が
27
・
４
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
30
代
」
が
23
・
０
％
、「
40
代
」

が
18
・
９
％
、「
10
代
以
下
」
が
17
・
６

％
と
若
い
世
代
が
多
い
結
果
と
な
っ
た
。

②
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
興
味
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
理
由
で
来
場
し
ま
し
た
か

（
複
数
回
答
可
）

　

最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
格
闘
技
」
で

25
・
１
％
、
次
い
で
「
武
道
（
Ｂ
Ｕ
Ｄ

Ｏ
）」
が
24
・
８
％
、「
日
本
・
日
本
文
化
」

が
21
・
７
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
そ
の

他
」（
自
由
記
述
）
で
は
「
自
分
の
武
道

系Instagram

で
武
道
（
Ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
）
を

広
め
る
た
め
に
紹
介
し
た
い
と
思
っ
た
か

ら
」「
相
撲
が
見
た
い
か
ら
」
な
ど
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

③
武
道
経
験
は
あ
り
ま
す
か

「
な
し
」
が
39
・
９
％
、「
あ
り
」
が

60
・
１
％
で
あ
っ
た
。「
あ
り
」
と
回
答

し
た
人
の
武
道
種
目
の
内
訳
（
複
数
種
目

を
含
む
）
は
、「
合
気
道
」
が
最
も
多
く

26
・
３
％
、
次
い
で
「
空
手
道
」
が
21
・

１
％
、「
剣
道
」
が
13
・
４
％
、「
柔
道
」

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
派
遣
日
本
武
道
代
表
団

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

③
本
イ
ベ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
知
り
ま
し

た
か

「
知
人
・
友
人
か
ら
の
紹
介
」
が
32
・

４
％
、「
所
属
団
体
・
学
校
・
勤
務
先

か
ら
の
案
内
」
が
22
・
５
％
、「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（F
acebook

・Instagram

・
Ｘ
）」
が

20
・
０
％
、
こ
の
三
つ
で
全
体
の
約
75
％

を
占
め
た
。

【
参
加
登
録
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要
】

■
本
派
遣
事
業
専
用
公
式Facebook

な

ど
を
通
じ
て
参
加
登
録
を
募
っ
た
と
こ

ろ
912
の
登
録
が
あ
っ
た
。

①
職
業

　

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
社
会
人
」
の

62
・
２
％
、
次
い
で
「
学
生
」
が
29
・
１

％
、無
職
（
主
婦
、退
職
者
な
ど
）
が
７
・

４
％
で
あ
っ
た
。

②
年
齢

　

最
も
多
か
っ
た
の
は
「
41
歳
か
ら
50
歳

ま
で
」
の
23
・
８
％
、
次
い
で
「
31
歳
か

ら
40
歳
ま
で
」が
21
・
８
％
、「
20
歳
未
満
」

が
21
・
７
％
、「
50
歳
以
上
」
が
16
・
８
％
、

「
21
歳
か
ら
30
歳
ま
で
」
が
15
・
９
％
で
、

ど
の
世
代
か
ら
も
登
録
が
あ
っ
た
。

武
道
演
武
大
会

武
道
演
武
大
会

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
派
遣
日
本
武
道
代
表
団
は
、
昨
年
11
月
30
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ブ
O
C
B
C
ア
リ
ー
ナ
で
武
道
演
武
大
会
を
開
催
し
た
。
大
会
開
催

に
あ
た
り
的
確
な
情
報
収
集
と
今
後
の
諸
事
業
に
活い

か
す
こ
と
を
目
的
に
、
事
前
に
参

加
登
録
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
大
会
当
日
に
は
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

武道演武大会を本派遣事業専用武道演武大会を本派遣事業専用
公式 Facebook でも紹介公式 Facebook でも紹介

②年齢②年齢

③本イベントをどのように知りましたか③本イベントをどのように知りましたか



131 月刊「武道」　2026．2

①年代①年代

⑥イベントの満足度はどうでしたか⑥イベントの満足度はどうでしたか

②どのようなことに興味があり、どのような理由で来場しましたか②どのようなことに興味があり、どのような理由で来場しましたか

が
12
・
９
％
で
あ
っ
た
。

④
武
道
演
武
を
見
た
感
想
を
教
え
て
く
だ

さ
い
（
複
数
回
答
可
）

「
か
っ
こ
い
い
」が
最
も
多
く
32
・
３
％
、

「
も
っ
と
見
た
い
」
が
18
・
８
％
、「
魅
力④武道演武を見た感想を教えてください④武道演武を見た感想を教えてください

的
だ
」
が
18
・
３
％
、
ほ
か
に
「
深
く
知

り
た
い
」「
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
感
想
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
自
由
記

述
欄
に
は
「
ど
の
演
武
も
魅
力
が
あ
り
、

見
応
え
が
あ
っ
た
」「
鋭
さ
と
力
強
さ
が

伝
わ
る
演
武
で
感
動
し
た
」「
ど
の
武
道

も
日
々
の
稽
古
や
試
合
で
の
姿
勢
が
伝
わ

り
、
日
本
の
武
道
に
対
す
る
誇
り
や
敬
意

が
感
じ
ら
れ
た
」「
演
武
者
の
技
術
が
高

く
、
武
道
の
魅
力
が
よ
く
表
れ
て
い
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
運
営
面
に

つ
い
て
は
「
さ
ら
に
各
武
道
の
説
明
が
あ

る
と
理
解
が
深
ま
り
そ
う
だ
」
と
い
っ
た

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

⑤
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
感
想
を
教
え
て
く

だ
さ
い

　

自
由
記
述
欄
に
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
お
か
げ
で
各
武
道
を
よ
り
実
践
的
に

理
解
で
き
た
」「
演
武
者
の
方
々
が
親
切

で
熱
意
に
あ
ふ
れ
て
い
た
」「
期
待
し
て

い
た
と
お
り
の
良
い
印
象
だ
っ
た
」「
武

道
に
触
れ
て
み
た
い
者
に
と
っ
て
参
加
し

や
す
い
内
容
だ
っ
た
」「
武
道
経
験
者
に

と
っ
て
も
印
象
深
い
内
容
だ
っ
た
」「
家

族
で
楽
し
め
る
内
容
だ
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

⑥
イ
ベ
ン
ト
の
満
足
度
は
ど
う
で
し
た
か

　

５
段
階
評
価
で
、「
５
・
大
変
満
足
」

と
「
４
・
満
足
」
で
全
体
の
約
96
％
を
占

め
た
。
主
な
理
由
は
「
一
度
に
多
く
の
武

道
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
経
験

で
あ
っ
た
」「
礼
儀
正
し
さ
や
親
切
さ
が

印
象
的
だ
っ
た
」「
ま
す
ま
す
武
道
に
興

味
が
湧
い
た
」「
実
践
的
で
生
活
に
も
役

立
つ
学
び
が
あ
っ
た
」「
日
本
が
大
好
き

な
の
で
嬉う
れ

し
か
っ
た
」
な
ど
で
、
武
道
演

武
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
も
に
好
評
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
運
営
面
に
つ
い
て
も
「
ス

タ
ッ
フ
の
方
が
と
て
も
親
切
だ
っ
た
」「
時

間
管
理
が
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
評
価
を
い

た
だ
い
た
。

⑦
日
本
国
外
に
向
け
て
「
武
道
」
を
発

信
す
る
場
合
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・

S
N
S
・
動
画
な
ど
）、
ど
の
よ
う
な

面
を
P
R
す
る
と
興
味
を
惹ひ

く
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
か

「
所
作
や
技
な
ど
武
道
の
魅
力
を
発
信
」

が
41
・
１
％
、「
武
道
の
歴
史
を
発
信
」

が
38
・
７
％
、「
武
道
を
通
じ
た
日
本
文

化
の
紹
介
」
が
10
・
４
％
と
上
位
を
占

め
た
。
ま
た
、
P
R
方
法
と
し
て
は
、

「
S
N
S
、ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
全
般
」

が
30
・
６
％
、「
イ
ベ
ン
ト
開
催
」
が

26
・
７
％
、「
動
画
投
稿
」
が
14
・
６
％

な
ど
で
あ
っ
た
。

（
日
本
武
道
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
）

５ 大変満足

４ 満足

３ 普通 2 やや不満 1 不満
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